
九
五
同
年
ハ
月
二
十
一
岡
市
川
三
極
聞
係
輔
副
可
品
目
旬
月
一
同

-Ha戸
汀
}

含手癖緩和LE可職時

ZをしっそFト三事Z寛 一
，;:'1"，.矛日日召手T 理費日一月-&f':. 

華庁

特

年

jjlJ 

競

イ
シ
ブ
レ

I
シ
ヨ
ン
財
政
策
・
.

人
口
に
閲
す
る
小
論

一
耕
一
一
糊
臨
時
一
駅
丸
一
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
ィ
の
見
解
目

操
短
と
生
産
費
・
.

資
本
論
と
一
位
均
街
論

ー
一
I
、
川
凡
a
J
1
7
K
川
官
、
ノ
高

;
b
C
7
E
仏化

h

A

!
l
j
:

一

f

J

[

j

i

l

l

-
:
Jメ
ヰ
a
y，バーと
T
y
t
p
υ
Jん

V
J
i
J
1

預
金
通
貨
の
貨
幣
的
性
質
に
就
て
-
.

ヶ
ト
レ

1
直
後
の
英
伸
統
計
皐

土
佐
の
育
子
策
に
つ
い
て

持
替
心
理
設
の
批
判

宇
和
烏
藩
の
蝋
専
責

琉
球
農
村
共
同
盟
加
一
川
J
4
一
寸
吋
「
岡
民
共
同
間
一

地
方
財
政
の
改
平
・

漁
業
組
合
論
・

二
ツ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

新
清
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

葉

輔

載正

雄
保

馬

・
怨
務
皐
土
八
木
芳
之
助

何

日

湾

軍

土

大

塚

一

朗

唱

経

涛

準

土

柴

田

敬

針

川

和

J

渋

川

や

U

'
付
山
川
湾
月
中
土
中
谷
行
(

・

法

皐

博

土

財

部

部

治

.
町
議
事
博
士
木
庄
柴
治
郎

-wNm皐
博

士

谷

口

吉

彦

将

潰

皐

土

堀

江

保

政

-

w
叫
ん
盟
主
博
土
石
川
興
二

・
笠
宮
万
博
士
汐
見
三
郎

・

経

涛

率

土

地

川

虎

三

.
開
通
事
博
士
小
島
昌
太
郎

決
撃
博
土
一
仰
戸

J

止
問
イ
博
士
両
国
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第
一
、
六
大
都
市
の
人
口
と
富

F
1司
;
与
、
、
団

l
h
J
T
r
d
r
t
1
ノ

泊

い

〉

r
U
H
-
-
~
3』
正

哨
引
い
ド
ト
か
!
勺
i

司
、
立
中
ド
型

l
〈
j
c
J
-
f

利
p
h
t

改

革
第
一
一
一
十
六
谷

を
有
し
て
ゐ
る
か
を
明
か
に
す
る
鴻
め
仁
衣
の
表
を
作
製
し
た
の
で
め
る
。

東京大制I名横
計

占孔

古
2責 戸都阪

屋

一一

汐

51!. 
第
一
一
蹴

耳目

F
B
-
w
 

h
J
 

てヘ・
4μ

ノ、

:大
;~íIS 

，1]1 

ヵ:
f12 

:
L
l
[
L
)
 

Jr
メ
羽
市
め
外
広

都
市
及
び
町
村
と
は
異
れ
る
特
質
を
有
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
人
口
の
集
中
は
同
時
に
六
大
都
市
の
不
動
産

の
債
格
を
騰
貴
せ
し
め
た
。
人
口
と
土
地
家
屋
の
賃
貸
-
値
格
と
が
全
国
と
ム
ハ
大
都
市
と
に
於
い
て
如
何
な
る
闘
係

市市市市布市

一

、

大

正

十

〆

人
口
(
昭
和
五
年
十
月
一
日
〉
一
土
地
の
賃
貸
債
格
一
五
年
四
)

一

白

川

一

目

、

人

一

阿

ニつ七(〕、
E
一
一
九
一
一
ニ
ニ
、
三
六
、
同
(
〕
{
)

ニ
、
同
五
一
そ
吾
ハ
九
一

ぎ
ハ
瓦
、
一
回
一
一
一

占八七、
Z
品

4
2

一ハ

九一〕屯、同一〕=

六一一
D
、ニ九六

七、六(〕回、吾一回

家
屋
の
賃
貸
債
格
(
昭
和
)

/
六
年
、同

一八回、一九七、一
r
z
z

九ぃ下、八三二、一国九

三回、六{〕一、九三一一

吉一九、六穴己、』宅(〕

Z
4
4

、ロニ一一ハ、一一一五{〕

コ口、七一ハニ、四九九

回一六、口八=一、八杢一

八
五
、
国
一
二
、
五
九
八

ニ{〕、
E
D
一、
Z
八九

ニニ、口七月八、七一目玉

Z
六
、
八
三
占
、
回
四
六

一也、叫ん一宮一、一一六五

二在一、き克、八四一一一



会

園

大
大
都
市
の
全
閣

に
艶
ナ
る
百
分
比

六回、四回七、七二回

一、』?と声、屯一丸、

一、五九五、八四二、人七回% 

人
口
の
一
割
二
分
が
六
大
都
市
に
集
中
し
f
l
l
最
近
の
大
東
京
の
人
口
を
暫

t
度
外
調
す
る
も
l
l
土
地
の
賃

ご
・
八
%

一
六
・
九
%

貸
借
格
の
一
割
七
分
を
六
大
都
市
が
占
め
、
ム
ハ
大
都
市
の
家
屋
の
賃
貸
償
格
は
今
一
闘
の
二
割
大
分
に
常
っ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
人
口
の
集
中
し
て
ゐ
る
以
上
に
富
が
集
中
し
て
ゐ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

而
ら
ば
富
が
ム
ハ
大
都
市
に
集
中
す
る
趨
勢
は
最
近
如
何
な
る
方
向
宇
佐
辿
っ
て
ゐ
る
か
、

第
三
積
所
得
税
の
課
税

物
件
た
る
第
三
種
所
得
に
就
い
て
大
正
四
年
と
大
直
九
年
正
大
正
十
問
年
L
Z
昭
和
五
ん
や
L
一
山
戸
油
去
十
一
力
併
に
就
い

d
l

調
ベ
リ
ο
E
択
mw
献
岡
市
を
特
る
の
で
あ
る
。

東神京大

一
大
正
四
年
目
第
一
一
一
一
太
正
九
年
の
第
三
一

一

種

所

得

↑

種

所

得

一

千

円

一

千

川

一

京

市

穴

七

五

六

口

一

一

一

口

一

、

三

一

四

一

阪

市

号

、

一

二

三

一

一

ゴ

一

、

一

石

一

一

都

市

一

四

五

一

八

一

夫

、

一

ろ

一

市

三

、

口

=

一

六

一

竺

、

さ

ん

市

九

、

主

同

一

一

一

回

、

同

会

市

丸

、

了

ハ

一

一

一

一

一

ご

、

セ

一

言

一

一
五
戸
、
五
回
出
一
圏
内
九
、
同
ん
一
手

大
正
十
四
年
の
第
一
昭
和
五
年
の
第
三
一

三

種

所

得

一

種

所

得

一

千

円

千

円

-

1

ニ
一
一
、
罫
一
一
屯
一
司
一
人
、
五
口
七

H

ニ
ベ
口
、
一
口
ん
二
五
八
一
2
一一五一

八
八
、
六
一
二
八
回
、
一
三
口

一
口
口
、
六
四
五
九
五
、
同
一
一
一

七
三
、
王
寺
八
六
八
、
一
一
占

主
五
、
六
五
屯
回
一
、
八
一
五

九
口
〔
)
、
九
一
又
八
四
点
、
回
一
五

様 名

戸
古

屋演

キ
i

地
方
財
政
の
吹
草

第
三
十
六
巻

一一
一
第
一
披

一一
一一



地
方
財
政
の
吹
草

第
三
十
六
巻

四

第

放

佐1

一

金

園

六
大
都
市
の
全
圃

に
謝
す
る
百
分
比

、
lT!"l 

~ ::;;'ミ

:た司 " ... 

0/ 二コ
/，0 R.亘

六
4
2
J
7
A回

一、八日中一一、空会

ゴ一、二人ニ、己八七

% 

二
回
・
口
百
品
川

ニ
千
四
%

大
正
四
年
に
六
大
都
市
の
第
三
種
所
得
が
全
国
の
ぞ
れ
の
二
割
二
分
に
上
っ
て
ゐ
た
も
の
が
大
正
九
年
に
は
こ

割
四
分
と
な
h
ノ
、
大
正
十
四
年
に
は
二
割
七
分
、
昭
和
五
年
に
は
三
割
四
八
?
と
一
五
ふ
風
に
逐
年
増
加
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。

人
口
が
都
市
に
集
中
し
而
も
人
口
以
上
に
富
が
六
大
都
市
に
集
中
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
賞
か
ら
し
て
、
大
大
都

市
の
地
方
財
政
は
割
合
に
飴
格
を
保
ち
六
大
都
市
以
外
の
地
方
財
政
は
苦
し
〈
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
此
の
不

釣
合
を
調
和
ぜ
ん
と
し
て
地
方
財
政
調
整
交
付
金
の
制
度
が
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
地
方
財
政
の
改
革

の
一
案
を
考
察
す
る
に
先
だ
ち
、
我
闘
の
地
方
税
制
度
の
現
肢
を
明
か
に
し
た
い
の
で
あ
る
。

第
二
、
我
園
の
地
方
程
制
度

園
税
と
地
方
税
と
を
如
何
に
配
分
す
る
か
の
問
題
は
我
闘
に
於
い
て
も
重
要
な
る
意
義
を
有
し
て
ゐ
る
が
、
特
、

に
濁
逸
に
於
い
て
は
財
政
調
整
(
司
5
2
2
5
E
m
w
r
)
の
問
題
と
し
て
財
政
皐
者
の
研
究
の
中
心
題
目
を
な
し
て
ゐ

る
。
最
近
エ
ツ
セ
ン
(
り
「
・
〉
『
ロ
門
こ
四
日
凶
日
ロ
)
は
濁
逸
の
財
政
調
整
の
理
論
及
び
賓
際
に
就
き
貴
重
な
る
研
究
を
接

表
し
て
ゐ
る
が
、
国
家
と
地
方
と
に
於
け
る
租
税
分
配
の
基
本
形
式
と
し
て
次
の
四
つ
の
型
を
分
っ
て
ゐ
る
。
第

Del' deut~che Fina.nzausgleich in Theorie und Praxis (Vierteljahresschrift fur 
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一
は
純
然
た
る
国
税
一
本
槍
の
方
法

3
5
E
5
g
s
t注
目
己
叩

3
3
5
H乙
で
あ
っ
て
、
幽
家
が
租
税
を
徴
牧
し
其

の
牧
入
の
一
部
を
地
方
に
分
つ
志
の
で
あ
る
。
第
二
は
純
然
た
る
地
方
税
一
本
槍
の
型
(
ロ

g
E
Z
の何百何日ロ丘町
h

白押巾
5
3
3
Z
B
)
で
ゐ
っ
て
‘
地
方
が
租
税
を
徴
牧
し
其
の
牧
入
の
一
部
を
刷
一
家
に
買
納
す
る
の
で
あ
る
。
第
三
は

税
種
を
岡
一
家
と
地
方
と
に
匝
別
す
る
方
法

(uao=巾
Z
E
E
-戸

=-mzw山
内
巾
口
乙
で
あ
っ
て
、
国
家
と
地
方
と
が
全

然
分
離
し
て
租
視
を
徴
牧
し
そ
れ
守
れ
自
己
の
牧
入
と
な
す
も
の
で
あ
る
。

(
u
g
d
E回

円

}H5一色
E
m印
国
可
民
自
己
)
で
あ
る
。
此
等
四
種
の
方
法
が
租
税
分
配
の
基
本
形
式
と
し
て
成
立
す
る
の
で

第
四
は
以
上
三
種
の
方
法
の
折
衷

あ
る
が
、
第
一
よ
ち
第
三
ま
で
の
方
法
は
理
論
的
に
考
へ
得
ら
れ
る
の
み
で
め
っ
て
、
結
局
は
コ
一
輝
一
の
方
誌
の
折

衷
に
あ
第
四
の
方
法
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。

噛
内
閣
の
岡
税
と
地
方
税
の
ゆ
ち
方
品
滞
聞
の
叩
に
鴎
じ

τゐ
る
。

我
闘
の
地
方
税
は
次
の
如
く
道
府
牒
税
と
市
町
村
耽
と
よ
り
成
っ
て
ゐ
る
が
、
国
税
に
附
加
積
を
課
す
る
方
法
と

国
税
と
全
〈
稜
種
を
異
に
す
る
濁
立
稜
を
課
す
る
方
法
と
を
合
せ
用
ひ
て
ゐ
る
。

{
圃
税
附
加
税
(
地
利
附
加
税
、
帥
営
業
牧
金
税
附
加
税
、
所
得
税
附
加
礎
、
績
業
積
附
加
税
、
砂
鍍
匝
枕
附
加
税
、
取
引
所
管
業
税
附
加
枕
)

道
府
脱
税
+(

掲
立
税
(
特
別
地
税
、
家
屋
税
、
魁
官
業
税
、
雑
種
枕
)

『
圃
税
附
加
税
(
地
租
附
加
税
、
替
業
収
金
積
附
加
破
、
所
得
税
附
加
税
、
捕
明
業
税
附
加
枕
、
砂
鏡
区
税
附
加
税
、
取
引
所
偉
業
税
)

市
町
村
積
一
遺
府
豚
枕
附
加
税
(
特
別
地
税
附
加
枕
、
家
屋
稔
附
加
積
、
替
業
務
附
加
務
、
雑
種
枕
附
加
娩
)

月
間
咽
立
枕
(
戸
数
割
、
其
他
の
特
別
検
)

而
し
て
昭
和
七
年
度
に
於
け
る
国
税
及
び
地
方
税
牧
入
の
牧
入
を
見
る
に
約
十
四
億
固
に
上
り
、
国
税
が
約
五

分
の
三
を
占
め
道
府
間
柄
税
と
市
税
と
町
村
税
と
の
地
方
税
が
約
五
分
の
こ
を
占
め
て
ゐ
る
。

地
方
財
政
白
改
草

第

披

主王

第
三
十
六
巻

五

骨
井

抽
刷出入歳

頁

村
大
算
町

十
描
崎
市

至
出
度

乃
歳
年

賀
入
ム
ハ

五
歳
同

十
照
度

剖
府
年

解
遁
七

の
度
和

政
年
昭

財
七
;

時
相
課

常
昭
務

非
;
財

，
局
局

纂
方
方

編
地
地

省
省
省

蔵
務
務

大
内
内

2) 
3) 
4) 



地
方
財
政
の
攻
芋

昭
和
七
年
度
に
於
け
る
園
枕
及
び
地
方
枕
牧
入
の
議
算

園

所

税

地

租

蛇

百

税

…
背
水
利

1
J

税

相

摘

枕

免
換
銀
行
券
賛
行
税

酒

税

砂

糖

消

費

税

織

物

消

費

税

取

引

所

枕

関

枕

事

責

局

金

金

主

〈

他

f尋
言十

一
一
三
回
一
二
所
得
枕
附
加
稔

充
、
回
会
一
一
地
租
附
加
税

z
=
J
一
一
宅
一
部
百
業
政
盆
杭
附
加
税

一
問
、
化
ペ
ハ
鮒
数
枕
附
加
税

ニ
人
、
ロ
ニ
三
取
引
所
内
昌
業
税
附
加
税
一
回
同

一

回

二

人

士

特

別

地

税

入

、

E

一二九

一
夫
、
四
八
八
一
家
屋
税
回
口
、
口
六
回

七

て

立

三

替

業

殺

そ

人

宅

三
、
四
一
品
=
二
雑
種
殺
害
一
、
回
二

二
、
完
Z

一
都
市
計
童
特
別
税
一
、
回
き

一一一八、九八回

一七一一、八四八

丸、一石=一

八八口、人一古一

府

懸

稔

一

市

統

一

一
一
五
、
一
一
回
こ
所
得
祝
附
加
稔
主
五
二
所
得
税
附
加
枕

」
(
八
、
見
八
一
一
地
租
附
加
校
八
、
一
一
七
一
二
地
租
附
加
枕

一
六
、
一
八
一
一
堂
荒
牧
空
需
加
枕
夜
、
一
二
回
一
堂
荒
牧
金
枕
附
加
枕

一
九
三
特
別
品
川
松
陀
枇
税
制
-
一
的
別
地
税
附
加
税

家
屋
税
附
加
税
言
、
六
六
回
一
家
屋
税
附
加
枕

管
業
税
附
加
枕
-
一
、
E
D
Z

一
管
業
枕
附
加
枕

雑
種
枕
附
加
税
一
二
、
口
一
口
雑
種
枕
附
加
務

毅

割

一

回

二

八

人

数

割

他

一

口

J

一

回

ニ

他

税

道

まt血二、七〔瓦

第
三
十
六
巻

第

軍吉

一占ノ、税一、
z
t
o
-

-ユ一、同六回一

三
口
ん
一
一

E

C
元
副
剛

ニニ、八人一

回、一老孟

二人、一一ハ六回

一口豆、{〕七九

点
、
(
}
己
主

二一五、一占己

此
等
の
幽
税
土
地
方
税
と
が
各
職
業
を
通
じ
各
地
方
ぞ
通
じ
一
公
卒
に
分
配
せ
ら
れ
て
居
れ
ば
問
題
は
な
い
筈
で

言十

ー
ム

ノ、

(
単
位
千
園
}11 

務I

め
る
。
然
る
に
各
種
の
調
査
の
示
す
虞
に
依
れ
ば
、
主
と
し
て
田
舎
に
住
居
を
有
す
る
農
業
闘
係
者
が
重
く
負
携

し
、
主
と
し
て
都
舎
に
住
居
す
る
商
工
業
闘
係
者
が
軽
〈
負
捨
し
て
ゐ
る
。
試
み
に
第
三
種
所
得
税
納
税
者
に
就

町

村

其戸

其戸

計

一一己一、五九一

計



き
所
得
額
に
脅
す
石
公
租
益
課
等
の
負
携
割
合
を
調
べ
て
衣
の
結
果
を
特
た
の
で
あ
る
。

所
得
額
に
謝
す
る
会
租
公
課
等
の
責
措
割
合
(
M
N
)

千

五

百

園

級

千

国

級

千

国

級

管

業

所

得

者

一

回

畑

所

得

者

一

山
林
田
畑
所
得
者
一

漁

業

所

得

者

一

コユ ニユ 区割 一一
"~ー 三島ι

二二 >'< 主主 /町、 1 

一一一一一一一一一一一|一一一」

二二 二二 回
cコ ;.， ..... ， 三三 -e 
""ヨ:1 7'宅士2

二二 こ二 E首 ーー
ニ四ニ恒
・
回 九 ニ 六 !

一一一

以
上
は
公
租
公
課
の
合
計
に
就
い
て
調
べ
た
も
の
で
め
る
が
、
更
に
園
枝
、
府
蝶
柱
、
市
町
村
税
、
水
利
(
土
功
)

組
合
掛
唱
の
刺
靴
引
一
結
納
の
内
仰
に
枇
h
d

八
付
期
す
る
必
-
叫
が
あ
る
。

z
t
t
j
h
F
J
2
Z
R
L
v
:
l
J骨
一

I
A
T
注目什、

h
F
I
J
f
v
h引
H
U
4
5
M
V
z
u次
官

y
w
c
l
相
川
町
一
p
d
y
E
H
u
r

農
舎
、
畜
産
組
合
、
森
林
組
合
.
重
要
物
産
同
業
組
合
、
酒
造
組
合
、

水
産
舎
、

衛
生
組
合
、

各
種
散
化
閏
睦
、
在

郷
軍
人
曾
等
の
負
擦
及
び
部
落
協
議
費
を
翠
げ
る
事
が
出
来
る
。

課
税
標
準
所
得
額
を
四
階
段
に
分
ち
、

各
道
府

騒
を
し
て
標
準
と
な
る
べ
き
市
町
村
に
就
き
、
標
準
と
な
る
べ
き
も
の
を
各
二
人
宛
選
定
せ
し
め
、
此
等
租
税
実

の
他
の
会
租
会
課
等
の
負
措
割
合
を
見
て
失
の
結
果
を
得
た
の
で
あ
る
。

(
イ
〉
千
二
百
周
乃
至
千
一
九
百
困
階
級
者

所
得
階
段
別
に
見
た
る
公
租
公
課
等
の
責
携
割
合

地
方
財
政
の
改
革

第
三
十
六
巻

七

第
一
披

七
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八
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回
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」

悶
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所
得
者
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一
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回
一
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八
三
一
一
一
三
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八
一
回
一
一
一
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九
一
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言
、
八
一
一
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、
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一
立
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回
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一
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弘
司
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名
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地
方
財
政
の
吹
草

第
三
十
六
巻

O 

O 

第

批

以
上
の
敷
字
を
見
る
に
、
商
工
業
者
の
負
捨
に
比
し
て
農
業
関
係
者
の
負
憎
が
大
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
其
の
原
因
は

l
l田
畑
所
有
者
が
他
の
人
々
の
約
二
倍
の
園
税
を
負
推
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が

l
l専
ら

地
方
税
及
び
葉
の
他
の
負
権
額
に
於
い
て
田
舎
が
大
都
合
よ
り
色
不
釣
合
に
多
く
の
地
方
税
を
負
櫓
し
て
ゐ
る
の

に
基
〈
の
で
あ
る
。

人
口
の
稀
薄
な
る
慮
の
地
方
財
政
と
集
中
し
て
ゐ
る
蕗
の
地
方
財
政
左
を
比
較
す
る
。
集
中
し
て
ゐ
る
慮
で
は

地
方
の
鰹
費
の
合
理
化
炉
什
は
れ
日
m
J
¥
張
っ
て
北
方
枕

b
主
少
乃
泊
。
曽
川
じ
市
沖
ケ
穆
一
ハ

J?uo

j
i

ー

:
1
4
C
(
f
u
i
4
i町

C

l

一
山
し
て
人

u
m鋲

中
の
割
合
以
上
に
宮
が
集
中
し
で
ゐ
る
大
都
舎
に
於
い
て
は
、

経
費
の
節
約
と
負
擦
の
軒
一
械
と
が
行
は
れ
る
の
み

な
ら
十
.
負
携
を
戚
や
る
程
度
色
一
層
少
く
な
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
田
舎
で
は
人
日
の
密
度
が
粗
ら
で
あ
り
、

而
色
其
れ
以
上
に
宮
の
力
炉
貧
弱
で
あ
る
か
ら
、
経
費
に
無
駄
が
生
じ
、
負
権
額
を
増
し
、
而
も
痛
切
に
負
躍
を

成
十
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
之
が
割
策
と
し
て
従
来
種
々
の
方
法
が
講
ぜ
ら
れ
た
が
、
地
方
財
政
調
整
交
付
金

は
比
の
方
面
に
於
け
る
地
方
財
政
の
挟
陥
を
改
革
せ
ん
と
す
る
有
力
な
る
一
方
法
で
あ
る
。

第
三
、
地
方
財
政
調
整
実
付
金

地
方
財
政
調
整
交
付
金
の
考
へ
は
三
好
重
夫
氏
、
大
村
清
一
応
、
安
井
英
二
氏
等
に
依
ち
唱
へ
ら
れ
、
現
に
地

方
財
政
調
整
交
付
金
制
度
集
な
る
も
の
が
畳
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
程
で
あ
る
が
、
愛
に
は
在
が
地
方
財
政
調
整
交
付

金
と
し
て
最
も
有
力
な
る
も
の
と
考
へ
て
ゐ
る
計
章
に
就
い
て
一
躍
説
明
を
加
へ
る
。

財政調埜交付金制度の提唱(自治研究第七巻第七鋭〉
地方財苦に於けるーての問題陀枕で{自治資料パンプレツト第十九輯〉
地方財語調整交付金制度の意義t円治研究第八~第九競)
地方財政調整交付金制度案(自治研究第八巻第八日k)

)
)
)
J
J
 

5
6
7
3
 



地
方
財
政
調
整
交
付
金
の
財
棋
と
し
て
は
、
第
一
に
第
二
種
所
得
税
の
増
徴
(
五
割
)
、
第
二
に
費
本
利
子
税
の
増

徴
(
十
型
、
第
コ
古
相
績
税
の
増
徴
(
五
割
)
、
第
四
に
者
修
枕
の
新
設
〈
費
上
金
の
一
割
)
を
皐
げ
る
事
が
出
来
る

J

即
ち

此
等
の
財
源
よ
り
徴
収
費
及
事
務
費
営
控
除
し
た
る
残
額
を
交
付
金
の
総
額
と
し
、
初
年
度
に
於
け
る
交
付
金
の

総
額
は
約
五
千
九
百
高
圃
程
度
に
し
て
地
方
穂
綿
額
の
約
一
割
に
相
営
す
る
が
、
勝
来
相
績
税
の
培
牧
に
伴
ひ
本

交
付
金
の
或
る
一
定
限
度
ま
で
増
加
す
る
像
定
で
あ
る
。
交
付
金
は
道
府
牒
に
損
す
る
八
?
と
市
町
村
に
劃
す
る
分

と
に
分
れ
、
何
れ
色
一
一
般
交
付
金
と
資
力
薄
弱
闇
瞳
交
付
金
と
特
別
閏
睦
査
付
金
と
の
三
つ
よ
り
成
る
。
道
府
牒

に
封
す
る
配
分
標
準
と
市
町
村
に
お
す
る
配
分
標
準
と
更
に
交
付
金
の
使
途
と
を
表
示
す
れ
ば
衣
の
却
く
で
あ

4
0
0
 

掛
凪
凪
川
齢
制
広
劃
す
る
劃
A
T
概
期

交
付
金
は
道
府
燃
に
十
分
の
四
正
問
分
ナ
。

交
付
金
は
一
般
交
付
金
と
資
カ
務
層
圏
櫨
交
付
金
と
特
別
圃
穂
交
品
川

金
と
の
三
つ
に
分
れ
、
次
の
標
準
に
依
り
蹴
分
す
。

第
一
、
一
般
交
付
金

総
額
の
一
一
一
分
の
一
を
人
口
を
標
準
と
し
て
問
分
ず
る
こ
と

第
二
、
資
カ
薄
弱
圏
飽
交
付
金

組
額
の
一
一
一
分
の
二
よ
り
第
三
回
交
付
金
を
除
き
た
る
建
を
夏
に
二
分

し
各
・
突
の
標
準
に
依
り
道
府
燃
に
酪
分
ナ
る
と
ー
と
但
し
交
付
額
は
周

嘗
標
準
額
を
超
ゆ
る
を
得
ざ
る
こ
主
其
の
剰
餓
は
一
、
般
交
付
金
に
加

ふ
る
を
得
る
ζ

と

地
方
財
政
の
改
革

市
町
村
民
劃
す
る
副
会
標
準

交
付
金
は
市
町
村
に
十
分
の
六
を
回
分
す
。

交
付
金
は
一
般
交
付
金
と
資
カ
務
弱
圏
髄
交
付
金
と
特
別
圃
健
交
品
川

金
と
の
三
つ
に
分
れ
、
次
回
標
準
に
依
り
随
分
ナ
。

第
て
一
般
交
付
金

線
額
の
三
分
の
一
を
人
口
を
標
準
と
し
て
国
分
ナ
る
ζ

と

第
二
、
資
力
務
弱
閣
韓
交
付
金

け
刊
抽
相
額
の
三
分
の
ニ
よ
り
第
一
一
一
の
交
付
金
を
除
奇
た
る
建
額
を
更
に

二
分
し
各
突
の
標
準
に
依
り
之
を
道
府
臓
に
周
分
ナ
る
己
と

一
直
接
園
枕
及
自
作
農
地
免
租
額
の
合
計
額
の
一
人
平
均
額
が
金

属
平
均
額
に
達
せ
ぎ
る
市
町
村
に
於
け
る
其
白
不
足
額
に
人
口

第
三
十
六
容

第

披

一一一

一一一一一



地
方
財
政
白
吹
草

「
直
接
園
枕
及
自
作
農
地
免
和
額
の
合
計
額
の
一
人
平
均
額
が
全

国
平
均
に
達
せ
ざ
る
道
府
牒
に
於
け
る
其
の
不
足
額
に
人
口
を

乗
じ
て
得
た
る
額

七
直
接
園
枝
附
加
稔
及
特
別
地
枕
の
制
限
額
四
一
人
平
均
額
が
全

圏
平
均
に
達
せ
ぎ
る
道
府
賑
に
於
け
る
英
白
不
足
額
に
人
口
を

乗
じ
て
得
た
る
額

第
三
、
特
別
圏
健
交
付
金

-
次
に
捕
や
る
道
府
鯨
に
謝
し
て
は
特
に
交
付
金
を
増
加
し
得
る
こ
と

但
し
英
の
総
額
は
交
付
金
総
額
白
十
五
分
の
一
を
越
ゆ
る
を
得
ざ
る

〉
』
ム
』一

人
口
又
は
芙
の
密
度
の
・
少
な
る
道
府
賂

斗
府
師
相
殺
を
以
て
支
排
ナ
べ
寺
道
府
脈
債
の
元
別
償
還
額
の
特
に

多
額
な
る
道
府
厳

司
英
昭
一
他
財
政
の
窮
泊
著
し
奇
道
府
厩

鑓
府
臓
に
罰
す
る
交
付
金
の
使
途

第
一
、
各
種
制
限
外
諜
枕
白
軽
減

第
三
十
六
傘

一一一
第

披

一一
一一

を
乗
じ
て
得
た
Z
額

に
直
接
圃
枕
及
特
別
地
枕
附
加
枕
の
制
限
額
の
一
人
平
均
額
が
全

周
平
均
に
建
せ
ざ
品
市
町
村
民
於
吋
る
英
の
不
足
額
に
人
口
を

震
じ
て
得
た
る
金
額

何
い
前
項
に
依
り
道
府
鮮
に
配
常
し
た
る
交
付
金
は
更
に
其
の
縛
衡
を

二
分
し
各
次
の
標
準
に
依
り
該
常
市
町
村
に
配
分
す
る
ζ

と

」
、
直
雄
同
検
及
其
の
-
府
鯨
税
附
加
税
、
向
伶
農
地
免
租
獄
、
枠
別

地
税
、
家
同
紙
枕
、
帥
官
業
税
及
雑
税
叫
叫
的
合
計
制
の
一
人
招
均
制
酬

が
嘗
該
道
府
骸
の
卒
均
額
に
達
せ
ぎ
る
市
町
村
に
於
け
る
其
の

不
足
額
に
人
口
を
乗
じ
て
得
た
る
金
額

日
日
直
接
圃
税
及
府
賂
税
に
封
ナ
る
市
町
村
町
附
加
税
制
限
額
四
一

人
平
均
額
が
嘗
該
道
府
賂
の
平
均
額
に
達
せ
ざ
る
市
町
村
に
於

け
る
其
の
不
足
額
に
人
口
を
乗
じ
て
得
た
る
金
額

第
一
三
特
別
園
憾
交
付
金

突
に
掲
ぐ
る
市
町
村
に
封
し
で
は
特
に
交
付
金
走
増
加
し
得
る
と
と

但
し
英
の
親
額
は
交
付
金
総
額
白
十
五
分
の
一
を
超
ゆ
る
を
得
ぎ
る

ζ

とト
人
口
又
は
某
む
密
度
の
晶
子
な
る
市
町
村

~
ド
市
町
村
枕
を
以
て
支
排
す
べ
き
市
町
村
債
の
元
利
償
還
額
の
特

に
多
額
な
る
市
町
村

三
英
の
他
財
政
の
窮
迫
甚
し
春
市
町
村

市
町
村
に
射
す
る
交
付
金
の
使
途

第
一
、
戸
鍛
割
及
其
の
代
枕
た
る
家
屋
税
附
加
設
の
聴
減



第
二
、
家
屋
稔
、
替
業
枕
及
雑
種
枕
の
軽
減

第
二
、
各
種
制
限
外
課
税
白
躯
減

第
三
、
道
府
脇
積
の
軽
減
に
伴
ふ
附
加
枕
の
減
収

初
年
度
の
交
付
金
五
千
九
百
高
固
の
内
で
最
も
大
な
る
金
額
を
占
め
る
の
は
、
第
二
の
資
力
薄
弱
圏
韓
安
付
金

一
般
交
付
金
二
千
寓
固
之
に
失
ぎ
、
特
別
圏
韓
交
付
金
は
僅
か
に
四
百
高
固
で
あ
-

る
。
本
交
付
金
の
目
的
と
す
る
所
が
附
加
枕
的
性
質
を
有
す
る
よ
り
も
寧
ろ
資
力
薄
弱
圏
瞳
を
救
掛
す
る
に
め
る

事
は
之
に
依
つ
で
も
明
か
で
あ
ら
う
。

三
千
五
百
高
固
で
あ
っ
て
、

更
に
究
付
金
の
使
途
は
専
ら
之
を
負
携
の
轄
減
に
充
つ
ベ
〈
決
し
て
地
方
の
新
規
事
業
に
充
て
う
は
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

第
四
、
地
方
財
政
調
整
交
付
金
に
劃
す
る
腫
問

前
項
に
説
明
し
た
る
如
〈
地
方
財
政
調
整
交
付
金
は
若
干
の
闘
税
を
増
徴
し
新
設
し
其
の
増
加
政
入
を
地
方
に

還
元
し
以
て
地
方
税
の
軽
減
に
充
て
る
事
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
貧
弱
地
方
圏
瞳
に
封
し
で
は
特
に

E
額

の
交
付
金
を
輿
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
闘
に
於
け
る
地
方
税
負
抽
出
の
不
公
平
を
軽
減
す
る
案
と
し
て
は
頗

る
巧
妙
な
る
方
策
で
あ
る
。
然
し
此
の
交
付
金
の
採
用
は
我
闘
の
地
方
財
政
及
び
圃
家
財
政
の
上
に
非
常
な
る
影

響
を
及
ぽ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
慎
重
に
考
案
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
以
下
回
賠
に
つ
き
取
敢
へ
や
疑
問
を
提
出
す
る
。

第
一
に
地
方
財
政
調
整
交
付
金
を
採
用
す
る
動
機
で
あ
る
。
論
者
は
最
近
の
圃
粧
の
改
正
例
へ
ば
地
租

ω課
税

標
準
に
土
地
賃
貸
債
格
を
採
用
し
、
第
三
種
所
得
税
の
見
現
結
を
引
上
げ
た
如
き
改
革
が
田
舎
の
附
加
税
牧
入
を

地
方
財
政
白
吹
草

第
三
十
六
巻

第

競

一



地
方
財
政
の
吹
草

第
三
十
六
巻

四

第

務

四

減
じ
、
田
舎
の
地
方
財
政
を
苦
し
め
た
の
で
、
是
を
匡
正
す
る
矯
め
に
交
付
金
を
採
用
す
べ
し
と
主
張
す
る
の
で

あ
る
。
然
し
所
得
税
の
見
税
黙
の
引
上
げ
に
基
く
所
得
税
本
粧
の
滅
牧
及
び
土
地
賃
貸
慣
格
採
用
に
基
〈
地
租
本

税
の
減
肢
が
原
因
と
な
っ
て
田
合
の
附
加
撹
牧
入
の
減
じ
た
事
情
、
或
は
田
舎
の
地
方
圏
瞳
の
財
政
を
苦
し
め
た

か
も
知
れ
な
い
が
.
本
就
が
減
税
せ
ら
れ
た
だ
け
其
れ
だ
け
地
方
氏
の
国
税
の
負
権
額
を
軽
減
し
た
事
と
な
る
の

で
あ
る
。
故
に
最
近
の
国
税
の
改
革
を
以
て
地
方
民
の
経
焼
生
活
を
脅
か
し
た
正
考
ヘ
る
の
は
間
違
っ
て
ゐ
る
。

皆
、
川
合
の
人
々
の
免
除
ぞ
北
れ
だ
け
幡
(
し
に
ら
の
と
持
?
仙
沼
炉
内
対
tao
一l

附
川
税
収
入
の
蹴
品
じ
航
っ
て

田
舎
の
地
方
囲
憶
の
苦
し
む
事
」
と
「
田
合
の
人
々
が
最
近

ω圃
税
の
改
正
で
負
携
が
軽
く
な
っ
た
事
」

k
は
問
題

を
分
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
附
加
税
牧
入
の
減
退
に
困
、
り
田
舎
の
地
方
財
政
が
苦
し
く
な
っ
た
事
は
差
嘗
り
附
加
枕
の

不
均
一
課
税
の
方
法
で
之
を
救
持
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
し
附
加
税
の
宰
が
不
均
一
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
面
白
く

な
い
か
ら
と
云
ふ
の
で
査
に
地
方
財
政
調
整
交
付
金
を
採
用
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
印
ち
最
近
の
園
粧
の
改
革

は
田
合
の
人
に
と
っ
て
喜
ぶ
べ
き
改
革
で
あ
っ
た
。
然
し
ぞ
の
国
税
の
改
革
を
し
て
一
層
有
意
義
た
ら
し
む
べ
く

地
方
財
政
調
整
交
付
金
を
採
用
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
決
し
て
最
近
の
圃
粧
の
改
革
が
田
舎
の
人
を
苦
し
め
だ

か
ら
、
其
を
是
正
す
る
矯
め
に
地
方
財
政
調
整
交
付
金
を
採
用
す
べ
し
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
剖
ち
良
い
も
の
を

一
層
良
〈
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
っ
て
決
し
て
悪
い
も
の
を
訂
正
せ
ん
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
二
に
根
本
問
題
と
し
て
地
方
費
の
整
理
を
行
ふ
必
要
の
あ
る
事
で
あ
る
。
蓋
し
、
交
付
金
の
目
的
は
過
重
な

る
地
方
税
の
負
擦
を
軽
減
す
る
に
存
し
て
ゐ
る
。
然
し
一
方
に
於
い
て
少
額
の
安
付
金
を
受
取
っ
た
底
で
他
方
圃



家
よ
り
の
委
任
事
務
が
逐
年
増
加
し
更
に
地
方
圏
瞳
其
れ
自
身
が
浪
費
を
行
っ
て
ゐ
て
は
、
焼
石
に
水
の
警
の
通

り
に
交
付
金
の
目
的
e

営
造
す
る
事
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
現
に
義
務
教
育
費
幽
庫
負
擢
金
を
多
額
に
受
取
っ
て

ゐ
る
町
村
が
不
急
の
事
業
を
起
し
て
戸
数
割
を
増
し
而
も
尋
常
小
撃
校
数
員
の
俸
給
を
抑
は
な
か
っ
た
り
す
る
賓

例
が
あ
る
。
故
に
交
付
金
の
使
途
を
限
定
す
る
と
同
時
に
国
費
と
地
方
費
左
の
限
界
、
地
方
費
の
内
容
に
就
い
て

根
本
的
の
方
策
ぞ
講
守
る
必
要
が
あ
る
。
或
は
地
方
費
の
整
理
は
百
年
河
清
ぞ
待
つ
が
如
し
と
一
五
ふ
人
も
あ
る
が
、

例
へ
ば
教
育
費
の
却
き
地
方
費
を
要
す
る
こ
と
が
最
色
大
な
る
費
目
を
梶
へ
て
其
れ
の
み
に
つ
き
地
方
費
の
整
理

を
行
ふ
の

6
一
案
で
あ
る
。

第
一
二
に
究
付
金
の
最
高
限
な
如
何
に
決
定
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
。

リ

¥
f
ョ望。

t
、・
1
』品目

?
?
t
W
1
1
k
a

v
'
i柄
拘
日
付
泊
二
将
叶
厚
相
蒋

f
J

利
子
晩
、
者
修
税
の
枚
入
が
盛
動
す
る
と
自
ら
交
付
金
の
金
額
が
費
動
す
名
事
と
な
る
。
更
に
配
分
標
準
た
る
人

日
教
と
貧
弱
の
程
度
と
に
絶
調
的
又
は
相
調
的
措
理
化
が
め
る
左
、
交
付
金
の
割
常
額
を
盤
更
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其

の
場
合
の
調
和
を
如
何
に
し
て
園
る
べ
き
か
c

又
交
付
金
制
度
亭
グ
二
度
賞
施
す
れ
ば
地
方
周
韓
は
之
を
常
然
の
牧

入
の
加
〈
考
へ
る
事
と
な
る
か
ら
、
交
付
金
に
封
す
る
要
求
が
逐
年
増
加
す
る
事
を
畳
悟
せ
ね
ば
な
ら
向
。
現
に
義

務
敢
育
費
幽
庫
負
憶
金
の
如
き
最
初
は
極
め
て
小
額
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
七
年
度
に
於
い
て
は
九
千
七
百
蔦
固
に

達
し
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
。
交
付
金
を
極
端
に
蹴
張
す
る
こ
と
は
結
局
は
地
方
税
制
度
を
否
認
す
る
こ
と
h

な
る

の
で
あ
る
。
交
付
金
を
常
に
地
方
税
総
額
の
一
割
桂
皮
に
止
h
U
べ
き
か
、
或
は
地
方
粧
を
我
閤
財
政
よ
り
抹
消
し

去
っ
て
圃
積
と
交
付
金
左
の
み
を
以
て
我
が
財
政
を
賄
ふ
べ
き
か
、
此
の
貼
に
闘
し
で
も
静
か
に
考
察
す
る
必
要

地
方
財
政
の
吹
草

第
三
十
六
巻

互五

第

2克

五



地
方
財
政
の
吹
卒

第
三
十
六
各

一ーム
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が
め
る
。

第
四
に
我
闘
の
国
家
財
政
及
び
地
方
財
政
の
組
織
全
膿
と
地
方
財
政
調
整
交
付
金
と
の
闘
係
で
あ
る
。
他
の
交

付
金
例
へ
ば
義
務
数
育
費
圃
庫
負
槍
金
は
其
の
欄
自
の
配
分
方
法
に
依
っ
て
之
を
交
付
し
、
地
方
財
政
調
韓
交
付

金
は
又
濁
特
の
方
法
に
依
り
之
を
交
付
し
、
業
の
聞
に
何
等
の
合
理
的
連
絡
が
な
け
れ
ば
徒
ら
に
財
政
を
紛
糾
き

せ
る
の
み
で
あ
る
。
同
種
の
交
付
金
を
合
理
的
に
統
一
す
る
事
が
先
決
問
題
で
あ
る
。
更
に
租
税
標
系
に
相
到
す
忍

交
付
金
の
閥
係
を
考
察
す
る
。
我
凶
の
肱
利
税
の
膿
系
営
見
る
に
次
の
如
く
で
あ
る
。

我
闘
の
取
利
税
四
億
系

、
所
得
税
(
第
一
一
種
所
得
税
、
矧
斗
剖
刑
制
刷
、
第
三
極
所
得
税
)

一
「
不
動
産
所
得
に
封
ナ
る
収
金
税
(
地
温
、
家
屋
枕
〉

ム
牧
盆
稔
{
動
産
所
得
に
封
ナ
る
取
盆
税
(
資l
訓
柑
吋
瑚
)

一
戸
倭
業
所
得
に
封
ナ
る
牧
盆
税
(
帥
官
業
牧
盆
説
、
績
業
枕
、
砂
鏑
医
税
、
取
引
所
瞥
業
枕
)

柵
剖
瑚

即
ち
我
闘
の
牧
利
税
の
内
で
第
二
種
所
得
税
と
責
本
利
子
税
と
相
晴
枝
と
の
三
種
の
み
が
地
方
税
と
閥
係
が
な

い
か
ら
、
地
方
財
政
調
整
交
付
金
は
此
等
の
諸
税
に
着
目
し
に
の
で
あ
る
。
此
の
黙
に
於
い
て
は
面
白
い
思
付
左

云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
此
等
コ
一
種
の
牧
利
税
及
び
者
修
杭
に
就
い
て
は
交
付
金
調
特
の
方
法
に
依
h
，
地
方
財
政

と
闘
聯
せ
し
め
、
他
の
牧
利
税
に
就
い
て
は
附
加
税
に
依
っ
て
地
方
財
政
と
関
聯
せ
し
め
、
其
の
他
の
国
税
は
一

切
地
方
財
政
と
閥
係
佐
保
た
な
い
と
一
エ
ム
の
は
、
果
し
て
安
一
嘗
な
り
や
否
や
疑
ひ
無
き
を
得
な
い
。

襲
警
帯
癒
す
T
5
3
r
t
v
F
Z



以
上
四
結
に
一
日
一
り
地
方
財
政
調
整
交
付
金
に
劃
す
る
在
の
疑
問
を
披
樺
し
た
の
で
あ
る
。
此
等
の
諸
黙
に
就
主

明
快
な
る
具
購
的
解
決
が
得
ら
る
れ
ば
地
方
財
政
交
付
金
制
度
も
問
題
土
す
る
事
が
出
来
る
。

第
五
、
結

論

地
方
財
政
調
整
交
付
金
の
前
提
健
件
た
る
事
費
、
却
も
大
都
市
に
人
口
が
集
中
し
而
も
富
が
一
屠
多
〈
集
積
し

て
ゐ
る
事
、
従
っ
て
回
合
に
住
居
せ
る
人
々
の
負
躍
が
大
都
市
に
住
居
せ
る
人
々
の
負
捨
よ
り
も
大
な
る
事
、
夏

に
農
民
の
負
据
が
商
工
業
者
の
負
擢
よ
り
大
な
る
事
、
而
し
て
地
方
に
よ
る
負
携
の
不
均
衡
の
原
悶
が
主
と
し
て

地
方
税
の
負
擦
の
不
均
衡
に
基
く
事
は
、
勤
か
し
難
也
、
事
費
で
あ
4
0
0

此
の
不
均
衡
を
訂
正
せ
ん
が
矯
め
に
日
本

み
一
側
よ
り
誠
る
相

ω岡
税
を
俳
A
7
y

れ
離
散
し
w

茸
mw
鯨
分
の
闘
視
を
貧
山
剰
の
程
度
に
臆
じ
て
分
配
せ
ん
L
」
す
る
の

が
地
方
財
政
調
整
交
付
金
の
主
眼
と
す
る
露
で
あ
る
。
卒
直
に
云
へ
ば
、
宮
め
る
都
合
よ
り
国
税
を
増
徴
し
貧
し

き
農
村
に
葉
の
増
徴
部
分
を
交
付
金
と
し
て
奥
へ
以
て
両
者
の
租
税
負
揮
を
平
衡
に
導
か
ん
と
す
る
主
旨
に
出
て

ゐ
る
。地

方
財
政
調
整
交
付
金
の
主
旨
と
す
る
慮
は
至
極
尤
も
で
あ
る
。
嘗
っ
て
地
租
の
課
税
標
準
を
土
地
の
賃
貸
借

格
ぷ
改
め
、
成
功
し
な
か
っ
た
が
地
租
と
替
業
収
益
積
と
を
地
方
に
委
譲
せ
ん
と
し
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
措
金

の
分
配
方
法
令
-
市
よ
り
町
村
に
厚
く
貧
弱
市
町
村
に
厚
〈
定
め
更
に
鰭
額
を
年
を
逐
ひ
増
加
せ
る
が
如
き
、
金
〈

大
都
市
・
と
地
方
農
村
と
の
租
積
負
躍
を
均
衡
に
せ
ん
と
す
る
精
神
の
現
れ
で
あ
る
。
然
し
前
遁
の
却
〈
地
方
財
政

地
方
財
政
白
吹
卒

第
三
十
六
巻

七

第
一
時
現

七



地
方
財
政
の
吹
平

第
三
十
六
巻

ノ、

第

放

i¥ 

調
整
交
付
金
な
る
も
の
は
果
し
て
一
時
凌
ぎ
の
安
協
案
に
過
ぎ
な
い
も
の
か
又
は
徹
底
的
解
決
策
で
あ
る
か
葉
の

性
質
が
甚
だ
暖
昧
で
あ
る
。
附
加
税
を
徴
牧
し
難
い
同
積
に
封
し
技
術
上
の
理
由
か
ら
地
方
附
加
枕
に
代
へ
て
斯

か
る
制
度
を
採
ら
ん
と
す
る
の
か
、
又
は
持
来
に
一
旦
り
圃
家
が
地
方
財
政
の
統
制
に
乗
出
し
交
付
金
制
度
を
概
張

し
て
行
く
最
初
の
段
階
と
し
て
此
の
制
度
を
用
ひ
ん
と
す
る
の
か
、
此
の
遺
が
明
瞭
で
な
い
。
更
に
圃
家
と
地
方

と
の
行
政
事
務
の
分
躍
、
粧
臨
賀
負
躍
の
分
割
等
の
根
本
問
題
に
一
切
手
を
鯛
れ
る
事
を
せ
十
、
又
他
の
交
付
金
を

地
方
財
政
調
整
究
付
金
仁
純
一
併
合
す
る
事
伝
も
遠
慮
)
て
曜
に
財
政
調
鴨
交
付
金
の
み
そ
坊
へ
て
ゐ
る
炉
、
此

等
の
鈷
も
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

最
近
に
於
け
る
我
が
岡
家
財
政
の
素
乱
の
結
果
は
必
然
的
に
国
家
財
政
の
改
革
を
促
し
、

A
1
や
園
枝
鴨
系
に
就

き
真
面
目
に
反
省
す
べ
き
時
期
に
到
来
し
て
ゐ
る
。
同
時
に
地
方
財
政
の
改
革
は
国
家
財
政
の
改
革
以
上
に
必
要

と
な
っ
て
来
て
ゐ
る
。
帥
ち
地
方
税
鱒
系
に
就
い
て
は
幽
税
樫
系
以
上
に
改
正
の
気
蓮
に
迫
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
つ

τ地
方
財
政
調
整
し
尖
付
金
制
度
に
就
い
て
も
単
に
地
方
財
政
の
一
問
題
と
し
て
之
を
切
り
離
し
て
考
案
す
る
事
を

せ
十
に
、
圃
家
財
政
と
地
方
財
政
と
に
一
日
一
り
根
本
的
改
革
を
行
ふ
大
事
業
の
一
部
分
と
し
て
之
を
扱
ひ
た
い
の
で

J

の
る
。


